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　2006年 4月より 2年の予定で，米国メリーランド州
のNational Institutes of Health （NIH） のNHLBIに留
学しております。
　私の所属するラボには千葉大の口腔外科教室から加
藤先生，笠松先生，呼吸器内科から黒田先生（2007年
3月に帰国されました），臓器制御外科学（旧第一外科）
から登内先生が留学されており，精力的に働いていらっ
しゃいます。渡米直後から，ラボの諸手続はもちろん
の事，生活のセットアップまで，諸先生方のお力添え
無くしては私の留学生活は成り立っていなかったと思
う次第です。
　そう考えるにつけ，先生方には足を向けて寝る事な
ど到底できず，言葉にできないほどの感謝をしており
ます。
　さて，留学記を書かせていただけるとのお話をいた
だきました事，非常に光栄に思います。これまでに笠
松先生，黒田先生が留学記を執筆なさり，ラボ関連の
事を詳しくお伝えされていらっしゃいますので，私は 
NIH，生活全般に関して書かせていただきます。
N I H
　ご存知のようにNIHはアメリカにおける研究施設と
しては（研究費用の割合も含め）中心的な役割を担っ
ている機関です。現在，日本人研究者は中国人に次い
で 2番目に多く，臨床，基礎の両分野で研究成果を挙
げるべく働いています。研究設備面に関してですが，
設備は日本と大差ありません。しかし，機器の台数，
管理，共同利用法に関してはNIHの方がレベルは高い
と思います。例えば，シーケンサーなら，管理者の了
解を得ればいつでも使用できます。故障すればブラン
チで修理費をカバーしてくれますし，簡単な補修なら
常駐の技術者が修理します。「機械が壊れた→壊した張
本人の研究室で実費を負担」という事は無いようです。
　TOF-MassやFACScan, Micro Arrayも，共同利用可
能です。これには専門スタッフが配置されていますか
ら，サンプルさえ渡せば，客観的なきれいなデータを得
る事ができます。この辺りは豊富な資金力を背景に良
く整えられています。難をいうなら，頼んだサンプルの
データが何時くるかわからない…ルーズです。「至急 !」
と言っても効果なし。日本だと嫌われるくらい，しつこ
く催促せねば，いつまでもデータは届きません。かなり
強気な押しが必要です。実際，私のTOF Massのサン
プルは 1ヶ月待っても来ず，文句を言い続けました。
　教育システムですが，留学生は様々なプログラムを
受講可能です。英会話をはじめ，顕微鏡操作，ES細胞
の樹立，培養方法など種々の実験教育を受ける事がで
きます。この受講料は各研究室が負担してくれます。
英会話は専門講師を招き，週一回（ 2時間）の授業で
す。実験教育はNIH内の各々のラボが主催し，短期集
中で実験の原理から手法までを学べます。
　さて，各研究室にはそれぞれPI （Principle Investigator）
と呼ばれるボスがいます。その多くがテニュアーか
テニュアートラック（ 5年間の審査を受けてテニュアー
になる人）です。最近では日本でも導入されてきた制
度です。極端な話ですが「アメリカに留学すれば論文
が出やすいじゃないか」と思われる方もいらっしゃる
かもしれません。が，これは所属するラボのボス次第
です。
　論文を出すのだけが目的であれば，留学する事に
あまり大きな期待を持たなくてもいいかもしれませ
ん。それは，日本の大学とNIHでは，論文に対する考
え方が違うからだと言われます。例えば 5年間，毎年 
JBC 1報ずつ出すのとNature 1報を出すのと，どちら
を評価するか。日本は前者を評価しがちですがNIH は
後者です。そのため，NIHは豊富な資金を提供して，
多少無駄が出ても研究者がやりたいようにさせてくれ
る感じは否めません。
　そして，これはボスにもよりますが，NIHはポスド
クを育てる環境ではなく，あくまでもポスドクはボス
の研究の歯車であると考えられています。基礎研究者
で長期間研究に従事しているのにも関わらず，論文が
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ほとんどなく，他の研究所へうつる事はおろか，国に
も帰ることができないポスドクの話はここではざらで
す。もちろんポスドクもそれぞれのお国柄，個性や考
え方の違いがありますので，ラボやボスとの相性も業
績に影響すると思いますが。
　ところでNIHは 4年に一度，各研究室の業績を評価
し，次の 4年間の研究費や部屋割りなどを見直すシス
テムです。若いPIやテニュアートラックのPIのラボは
4年という時間を有効に，且つ次の目標を見据えて精
力的に仕事をこなし，活気に溢れています。一方PIで
も，中には実験データを見て，論文ストーリーをイメー
ジする訳でもなく，自分の趣味に走ったり， 4年目の
時に論文があれば良いじゃないかと考える方もいらっ
しゃるそうです。
　そうなると，留学先のボスがテニュアーかどうか，
論文は出しているか等の下調べが大事になってきます。
テニュアートラックのボスならば，業績を残せる確率
は高くなりそうです。といっても，最終的には実験を
して，論文のストーリーを自分で考えてやっていけな
ければ，研究者としては失格な訳で，論文が出なけれ
ば，それは自己責任もしくは，運がなかったと思うし
かありません。
American Life
　私は家族同伴で留学しました。妻と子供 2人を連れ
ての留学です。思い出話になりますが，渡米当初を振
り返りますと，何かとトラブルが多く，アメリカに来
たのは間違いだったのではないかと思うほどです。渡
米初日に子供が高熱，痙攣を起こしたのです。日本で
あればすぐに病院へ行けるのですが，如何せん，右も
左も分からず電話もない状態。すがる思いで同じアパー
トにお住まいの，全く面識のない，日本人の先生の部
屋のドアを叩きました。たまたま，この先生が小児科
の先生で深夜にも関わらず息子の容態をみて下さいま
した。とりあえず朝一番で病院へ行くように指示をい
ただき，今度は，早朝から笠松先生のお手を煩わせる
事に。お陰様で，無事に病院で診察してもらいました。
あの時の先生方のお力添えと，差入れなど下さいまし
た奥様方のお心遣いに感謝するばかりです。
　日本人のポスドクの多くが，NIH周辺のベセスダ，
少し北上したロックビル居住しています。安全を確保
するために，ある程度高額な家賃を払わざるを得ませ
んが，非常に広々とした部屋で生活する事ができます。
千葉大在職中は亥鼻の官舎をお借りしていたので，つ
い比べてしまい，アメリカのアパートの部屋に足を踏
み入れた時は，真っ白な壁に広々とした空間を感じ，
網戸がちゃんと外についている ! ! 蛇口をひねるとお湯
が出る ! ! 隙間風が入ってこないよ ! ! トイレの蓋がつ
いている等など，妻と二人で感激しきり。よく考える
と，その分家賃も高額です。
　次に問題になってくるのが，自動車免許の取得です。
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自動車社会アメリカで車の免許がなければ生活に支障
がでるのは目に見えます。メリーランド州は渡米して
2ヶ月以内にアルコール教習，筆記，実技のテストが
課せられ，これらに合格するとラメ入り（キラキラし
ています !）の免許証が交付されます。
　免許証を交付するのがMVAと言われる試験場です。
アメリカ人でさえもあまり行きたがらない場所の一つ
です。理由はいろいろありますが，とにかく嫌われて
いる事には違いありません。私どもが渡米した頃，試
験を受けるシステムが大幅に変更され，それまで予約
制だったものが直接MVAに並ぶ，つまり早い者勝ち
になりました。しかも，外国人枠はさらに書類審査と
人数制限（10～50人）があるというものです。ニュー
スでは前日の夜からMVAの門前に並ぶ外国人が映し
出され，混乱も起こっていました。一体，何時に並べ
ば30番をゲットできるのか ? ! 深夜 3時に車を走らせ，
いざ，MVAへ ! ! 既に30人程が並んでいます。日本人
は私一人。寒いし，恐いし，危ないです。とりあえず，
先頭にいる人におそるおそる声をかけ，順番を取りま
す。後は，急いで車にロックして，朝日の昇るのを待
つしかありません。そんな思いをして並んでも，日が
昇る頃，書類審査ではじかれて，帰宅の途につくので
すが…。負けるものかと，別の日に並び，やっと筆記
試験を受けることができました。筆記試験は中学レベ
ルの英語力があればいいと聞きますが，見慣れない単
語のオンパレード，制限時間も短く，焦るばかり。不
合格だと再試験です。再試験は 1回目落ちると翌日，
2回目落ちると一週間後。また落ちると 1ヶ月後とな
ります。不合格経験者の私は必死です。
　実技ですが，日本人は運転が上手いので問題なく合
格する事ができます。何が難所かと言うと，試験以前
に，MVAの事務官によって言う事が全く違う事です。
個人主義のアメリカだからでしょうか，心底うんざり
です。これらのアメリカ洗礼をうけて，やっと，ラメ
入り免許証を手にしました（ラメ以上に光ってみえま
した）。免許取得のために動き出してから 2ヶ月後でし
た。
　早いもので，既に渡米して 1年が経とうとしていま
す。今，一番感じる事は，家族そして日本人の方々の
ありがたさです。平和で健康な週末を家族全員で迎え
られる事がどんなにすばらしいことか，日本ではあま
り考えなかったことです。留学したことで，家族と共
に過ごす，会話する時間が増えた事，また銃社会，言
葉の異なる国，アメリカで，他の日本人の方々とお互
いに助け合う事で感謝する気持ちが強くなったためだ
と思います。
　最後に，千葉大学在職中は野田先生，盛永先生，教
室員の皆様，また，共同研究していただいた先生方，
事務の方々に大変お世話になりました。この場をかり
て厚く御礼申し上げます。また，野田先生には留学記
を書かせていただける機会を与えて下さいましたこと，
重ねて感謝申し上げます。
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